
 �回は、南�⼤�国�センター�師の�⽥先⽣に、国��流のお仕事やCOIL型授業についてお�

を伺いました。(2021年12⽉17⽇)

�掛）こんにちは。どうぞよろしくお願いします。�⽥先⽣は����流ラウンジ STELLAの��を

されていますが、��の�⽣との国��流については�年どのようなオンラインイベントをされて

きたのでしょうか� 

�⽥）コロナ�の��をダイレクトに受け、�⾯でのイベントを⾏えなくなったSTELLAですが、NIA

（Stellaで��する�⽣TA。Nanzan International Ambassador）と共に����流ラウンジの「�

��」の重�性を�めて⾒つめ�し、ひとりひとりのユニークネスに�⽬したイベントを��くオ

ンラインで��してきました。7⽉に��した「みんな�まれステラ⼩�」は、南�⼤�の⽇���

⽣が、⽇�のことを�国�留�⽣に⾃�を持って��できるようになるためのイベントで、��者

は、留�⽣が南�に来た時に�立つだろう知識を得ることが�来たと思います。

�掛）オンラインの�流イベントは開�側も��者側もだいぶ�れてきて�しんでいますよね。�

⽥先⽣はQ3でPBL COIL Cをご担当されましたが、どのような授業か簡単に�えてください。

�⽥）PBL Cは⼩�プレス⼯業（株）というトヨタ⾃動⾞に内��品を提供しているグローバルメー

カーから�されたお題（10年�のクルマの形をデザインする）について、南�⼤�と中国・�津師範

⼤�の�⽣が協働して、�論・�査を⾏った�果の成果を、��的にプレゼンテーション形式で発

�し、�価していただくプロジェクトでした。

�掛）PBL COIL Cを�して�⽣たちはどんな��・�びができたのでしょうか� 

�⽥）��的に⾃�がdominantになった時にどのように��えばチームで良い��を築きながらプ

ロジェクトを�めていけるのかを�える良いきっかけになったと思います。���点なのですが、

グローバルに他者と�わる�の��は必ずしも英�とは�りません。�界には100万��上者⽇��

��者がいると�われているので、グローバルなプロジェクトで、��は⽇��というケースは、

�は�いのです。PBL Cが、�々な⽇��レベルのチームメートとどのように�わればいいのかを⾃

�なりに�え、��り、��していく��を提供できていたら担当�員として�しく思います。

�掛）履�した�⽣たちへひとことお願いします� 

�⽥）�期間でしたが、�さんは�当に⼤きく成�したと思います。これを�に更にグローバルに

活�していって�しいと思います�でも、�れないでください。それは、必ずしも��に⾏かなく

ても可�なことを�あなたのすぐそばにそのチャンスは�がっていることを�
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